
有田町立有田中学校 学校だより  №１３          令和 5年 ２月７日    文責 校長 小嶋 貴之 

 

 

 
 

～ 立志式で志を堂々と発表しました ～ 
２０２３年１月１４日（土）に、第３３回 
有田中学校立志式が有田町長松尾佳昭様、教育長
栗山昇様をはじめ多くのご来賓の皆様のご臨席と
二年生保護者様のご列席のもと、盛大に開催でき
ましたことを嬉しく思います。 
生徒が色紙に自分の志を書き、壇上で一人ひと

り堂々と発表してくれました。立志式は、日本で
は古来より今の年齢で１４歳前後で行われた大人
の仲間入りをする儀式でした。子どもの装いから
大人の立派な装いに変わり、幼名を改めて本名を
名乗り、何よりも大きな志を持ち、その実現のた
めに生き方を大きく変えたと言われています。  「志」を掲げる２年２組の皆さん 
この式を通して、生徒自身が近い将来の夢や志 

を持つことの大切さやたくさんの人が自分を応援してくれていることへの感謝を実感する
ことができたいい式となりました。 
 

～ 美術部・各教科でも頑張っています！～ 
今回は、秋以降の美術部、国語科、美術科での入賞者を掲載します。なお、入賞者が多

く、入選や佳作等の入賞者の名前については３月末の通知表等でご確認ください。 
教科・部活動 コンクールおよび審査会名 成 績 入 賞 者 

国語科 佐賀県新春読書感想文コンクール 優良賞 
近藤 香織 

柴田瑛太朗 

美術部 

全国地域安全運転ポスター 県審査 優秀賞 副島榎莉奈 

受信環境クリーン図案コンクール九州審査 協議会会長賞 
松本 詩 

幸松 里桜 

全国教育美術展 県審査 特 選 三枝 莉子 

明るい選挙啓発ポスターコンクール県審査 特 選 山本 ふみ 

美術科 佐賀県学童美術展 県審査 特 選 

西山 メグ 

高田橋慶次 

福田 祥大 

田中 優渚 

引原 紗良 

小代 結愛 

蒲原 捺希 

幸松 里桜 

田淵 羽南 

望月 結衣 

副島榎莉奈 
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～ ２月２日 全校集会校長講話より ～ 
３学期の全校集会もリモートで行いました。この集会の前に表彰があり、その中に県の

読書感想文コンクールで優良賞を受賞した柴田瑛太郎くんが「マザー・テレサの生き方に
学ぶ」という本について感想文を書いていました。そこで、本日の校長講話は、マザー・
テレサを通して「優しくなること」の大切さを話しました。 
マザー・テレサは、インドで貧困から路上で倒れ、その場で死んでいく人々を見て、こ

のままではいけないと思い、「死を待つ人の家」という施設を創り、キリスト教の教えの
もとで安らかに人生の最期を迎えられるように慈しみを持って活動をした人です。 
ある新聞記者が「あなたがやっていることは無意味ではないのか？死にゆく人に施しを

するより、助かる人を救うべきではないのか」と心ない問いをした時、マザー・テレサは
「人は、貧しく路上で死ぬとしても、自分は大切にされたと感じて死ぬのと、誰にも見取
られないで死ぬのとでは違う」と言ったそうです。また、ある時は「愛とは、大きな愛情
で、小さなことをすることです」とも言ったそうです。 
何も大きな親切をしなさいと言うわけではないのです。自分の近くで困っている人がい

たら、優しさを持って、小さなこと（親切や手助け）をすることが大切であることを話し
ました。自分は優しくされているとか大切にされていると感じてもらえる小さなことがで
きるといいなと思うのです。 
反省を込めて、そういう優しい自分でありたいと思い、このような話をしました。 
 

～ １月２５日の大雪の日の光景から ～ 
 １月２５日は大雪と低温で、登校時 
間が１時間繰り下げられました。９時 
前に学校へ来てみれば、なんと一面の 
銀世界が広がっていました。そうなれ 
ば、やることは１つ・・・・・？ 
 寒い中、半袖シャツや短パン姿で走 
り回る生徒の姿も見られ、北島・光山 
両先生も本気で？雪を投げていました。 
 １年生は楽しい時間となりました。 
 

～人権作文で表彰されました～ 
１年生の川原姫花さんが、全国人権作
文コンテスト佐賀県大会「奨励賞」、伊
万里地区人権擁護委員協議会「会長賞」
に入賞し、２月６日（月）に表彰式があ 
りました。 
また、有田中学校が人権作文に全校で取 

り組み、前年度出品数を大きく上回り、２ 
００を超えたということで法務省人権養護 
局長様より「感謝状」をいただきました。 
２月は、６日より２年生全学級で、人権 

学習（部落差別解消に向けた取組）を始め 
ました。この学習で大切なことは、正しい 
知識を身につけ、差別に気づき、絶対に差 
別を許さないという心を持ち、常に自分も
差別者かもしれないと点検することです。 

 


